
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和２年１１月１７日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 さとうゆみ ㊞

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

新教育長就任後の教育行政について

⑴ 令和２年１０月１日に新教育長が就任した。平成２６

年の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一

部改正により、教育長の任期は４年間から３年間へ変更

された。新教育長がこの３年間で、実現したいと考えて

いることは何か。また、現在課題と感じていることは何

か。

⑵ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策のため、季

節を問わず窓を開けることが求められている。教室に虫

が入ってくるので、小中学校の窓に網戸を設置できない

か。

⑶ 登下校時のランドセルが非常に重くなっているので、

「置き勉」や持っていく冊数を減らすなどの負担軽減が

できないか。

⑷ 中学校の制服を変更することに関するアンケートが行

われているが、理由と目的は何か。

⑸ 令和元年度末の小中学校の卒業式は、新型コロナウイ

ルス感染症のため卒業生と教員のみで行われ、保護者は

入ることができなかった。今年度末の卒業式は、保護者

の入場についてどのように考えているか。



２

高齢者の移動手段の確保について

⑴ 平成３０年度と令和元年度にＮ-タク（高齢者定額乗合

タクシー）の実証実験が行われたが、導入を見送った理

由はどのようか。

⑵ Ｎ-タクの導入を見送ったので、市として他に何か高齢

者の移動手段を考えているか。

⑶ 買い物もできる送迎付き運動教室「買い物リハビリ」

は好評である。要支援者でデイサービスを利用している

人は「買い物リハビリ」が使えないことになっているが、

使えるようにできないか。

３

市の財政状況について

⑴ 新型コロナウイルス感染症の影響により令和３年度は

減収が予想される。現在、令和３年度の予算編成中だが、

どの程度の減収を見込んでいるか。

⑵ 近年、さまざまな課の職員が市民に対して「お金がな

い」との言葉を連発しているが、市の広報令和２年１１

月号には「全国や県内の市町村平均と比べても長久手市

の財政は健全」と掲載されている。余裕がある状態では

ないと思うが、「お金がない」は違うのではないか。

⑶ 令和３年４月からＮ-バスの６５歳以上の高齢者の運

賃を無料から１回１００円にする市の方針であり、それ

による増収は年間１，０００万円強ということである。

「高齢者の社会参加の促進」を目的に運行開始の平成１０年

から無料を続けているので、この先も継続できないか。

⑷ 「行政改革の重要課題事業」第１弾から第３弾までの

３４項目を掲げ、見直しを進めているが、経営的な視点

から全体をコントロールする体制になっていないと感じ

る。どのように強化していくか。


